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※本実践は文部科学省研究開発学校指定の研究活動の一部として、2024年度の実践をまとめたものです。

１．小学部 「算数科」 単元名「表とグラフで調べてみよう」

（１）単元概要

（２）指導の流れ

〈他教科との関連〉

〈他教科との関連〉

〈他教科との関連〉

２．中学部 「数学科」 単元名「表とグラフを書こう」

３．高等部 「数学科」 単元名「表とグラフ 分析しよう」

学習形態 授業時数 実施時期

５・６年 ７時間 ４月～５月

次 １ 2 3

小
単
元
名

そら組の好きなことを
調べよう

宿泊合宿の予定を決めよう
（食べ物・活動）

宿泊合宿の楽しかったことを
調べよう

活
動
内
容

好きな食べ物と活動についての
アンケートを学級で実施する。
アンケート結果を正の字で字を
数えて表を作る。グラフ用紙にマ
グネットやシールを貼り、棒グラフ
にする。結果を発表する。

宿泊合宿に向けて、取り組みたい活
動と食べたい物についてのアンケート
を学級で実施する。
アンケート結果を正の字で字を数え
て表を作る。グラフ用紙にマグネット
やシールを貼り、棒グラフにする。意見
が多かったものを宿泊学習の活動内
容やメニューとして採用する。

宿泊合宿で楽しかった活動と美
味しかった食べ物についてのアン
ケートを学級で実施する。
アンケート結果を正の字で字を数
えて表を作る。グラフ用紙にマグ
ネットやシールを貼り、棒グラフにす
る。結果を廊下に掲示して振り返り
とする。

（１）単元概要

（２）指導の流れ

学習形態 授業時数 実施時期

課題別グループ第2班 8時間 １2月〜１月

次 1 2

小
単
元
名

折れ線グラフで東京都と群馬県の気温を比
べてみよう

アンケート結果から、表と棒グラフを作って読み取
ろう

活
動
内
容

①学校と宿泊行事の行き先の地域の気温を
資料から読み取り、表にまとめる。

②表にまとめたデータをもとに、ワーク
シートにシールを貼り、線で繋いで折れ
線グラフを作成する。

③時系列の連続性を捉えられるように、
「気温は何度変わった？」など時間の変
化について発問し、グラフを読み取る。

①グループでアンケートの回答をして、結果を
○×で記入しながら、表にまとめる。

②表にまとめたデータをもとに、ワークシートに
記入したり、カードを貼ったりして棒グラフを
作成する。

③データの大小を捉えられるように、「一番多い
のは？」、「二番目に多いのは？」データの大
小について発問し、グラフを読み取る。

（１）単元概要

（２）指導の流れ

学習形態 授業時数 実施時期

課題別グループ：３グループ ４時間 1月～２月

次 １ ２

小
単
元
名

これまでの販売会の売上情報をまとめよう まとめた情報を分析しよう

活
動
内
容

① これまでの販売会売上をレジアプリ情報から読み取
り、売上金額や個数を表にまとめる。

② 表にまとめたデータをもとに、作業班ごとに年間売
上金額の推移と、年間で売れた各製品の個数を折れ
線グラフ、棒グラフのどちらが良いか、各グラフの
特徴を知り、選んでまとめる。

① 各班ごとにまとめたグラフを見て、年間を通してどの製
品が売れたか、どの販売会が売上が多かったか、棒グラ
フ、折れ線グラフの特徴を確認しながら読み取る。

② 売上げの推移を見て、売上の多い販売会、年間を通して
売上個数の多い製品があること確認し、データの大小か
ら「人気商品」がどれであるか、どの販売会前に多く在
庫を作っておく必要があるか、などの結果をまとめる。
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特別活動

「宿泊合宿」

算数

「表とグラフで

調べてみよう」

～宿泊合宿～

国語

「思い出を

振り返ろう」

～宿泊学習の思い出～

図画工作

「プレゼントを作ろう」

・しおりづくり

「コラージュで

表現しよう」

～宿泊合宿の思い出～

音楽

・合唱「合宿の歌」

・鑑賞「富士山」

・手遊び歌「茶摘み」

生活

「富士山の周りを

探検しよう」

・調べ学習

・しおりの作成

・振り返り

理科 「天気の様子と水の行方」

理科数学

職業数学

職業 「販売会を計画しよう」


